
令和 6年度第 2回 摂津市健康づくり推進協議会 ご意見と回答 

日 時  令和 6年 7月 25日 

場 所  市役所 ３０１会議室 

出席者  委員１１名（３名欠席） 

傍聴人  ０名 

 

議題 1「まちごと元気！健康せっつ 21（第３次改訂版）計画」の進捗について 

1．禁煙に向けての環境づくりについて 

ご意見 

路上喫煙禁止地区の認知という部分において、禁止地区の周知という目標は果たして禁

煙に結び付く社会環境の質の向上につながるのか。今までも周知はいろんな形で努力してき

たが、女性の喫煙率も 7.2％に上がっており、周知だけでは難しいのではないか。禁煙は周

囲のサポートが必要になるので、市内のコンビニなどにも協力を仰ぎ、社会全体で環境を変

える必要があるのではないか。 

〈回答・事務局〉次期計画への禁煙に関する記載方法及びコンビニ、企業との連携、禁煙のフォロ

ーなどの取組内容についてどのように記載できるか今後検討する。 

 

ご意見 

歩数計を使って、歩数に応じてポイントがもらえるといったマイレージポイントがあるが、禁

煙に関しても、このようにゲーム性を持たせるのは面白いのではないか。また、禁煙ではなく

休煙でも、申告した人にはセッピィのシールをあげるなど、何かを禁止にするのではなく、楽し

く前向きに取り組めるようにしていただきたい。 

〈回答・事務局〉どのような形で実施できるか検討していきたい。 

 

ご意見 

喫煙者の中には電子たばこを利用している方も多いが、電子たばこが体に有害であること

の認識がない方が特に女性で多い。依存性の強さや、電子たばこにある油性の溶剤が入るこ

とによって急性の肺障害になることもある。健康被害における確実なデータがない中で、ブー

ムになっているのは非常に怖い。また、電子たばこと紙たばこの両方を持っている人が多いこ

とも非常に問題であり、電子たばこを禁煙に向けたの段階的なツールとして活用することは選

択肢としてあまりよくない。 

〈回答・事務局〉ストレスなどの精神的なものと、飲酒量や喫煙本数の増加も大きく関連している

ため、他方面からの取組を検討していく必要がある。  



ご意見 

電子たばこは、受動喫煙が緩和されるイメージを持たれているかもしれないが、本当は電

子たばこのほうが体にとって有害だというような考え方もある。成分分析がまだ立証されてい

ないが、健康被害という意味では非常に有害だという点を明確に周知したほうがいいのでは

ないか。 

〈回答・事務局〉電子たばこの健康への影響について、十分なエビデンスがないため、受動喫煙に

ついてどのように記載するか検討する。 

 

２．摂津市の健康課題について 

ご意見 

急性心筋梗塞の標準化死亡比（ＳＭＲ）において、他市と比べても一桁違うほど高い。生活

習慣病に対する認識も大阪府や国と比較して低い。今後、具体策を考えるにあたって、ＳＭＲ

が高く、受診率が低い要因の分析は行うのか。 

〈回答・事務局〉特に急性心筋梗塞の標準化死亡比（ＳＭＲ）が高いことは、摂津の健康課題として

以前より把握している。要因については、十分に把握、分析しきれないところではあるが、平成２９

年より国立循環器病研究センターの心臓血管の専門医とともに、「ＳＴＯＰ ＭＩキャンペーン」という

キャンペーンを行っている。急性心筋梗塞は、胸やけなどの前兆があるということを周知し、心筋梗

塞が起こる前の受診を促しているが、評価指標としてＳＭＲが下がりきらないことは課題である。そ

のため、近隣の市町村とも情報共有をしながら、急性心筋梗塞につながる可能性の高い方には、

予防的な視点でアプローチする取組を行っている。次期計画においても対策について考えていき

たい。 

 

ご意見 

ＣＯＰＤは７０代の方などで多くなっている。特に女性は喫煙に対する肺の感受性が高いた

め、症状が発症しやすい。ＣＯＰＤの認知は非常に少なく、初期段階で治療を受ける方も少な

い。寝たきりになってからの治療となると、在宅生活が長くなって健康寿命が損なわれること

につながるため、ＣＯＰＤについても周知をしていただきたい。 

〈回答・事務局〉国も課題としており、ＣＯＰＤの死亡率の減少を目標値に上げている。摂津市でも

周知を含めて計画にどのように反映するか検討していく。 

 

ご意見 

一定の速さ、一定の心拍数、負荷をかけて歩かないと体力を増強する効果は薄いと言われ

ている。歩数のみならず、歩く速度なども併せて指標を考える必要があるのではないのか。 

〈回答・事務局〉インターバル速歩が大事だという話は実際にあると思う。ウォーキングのイベント

などで健康運動指導士からの啓発等も行っているため、取組内容について検討する。  



ご意見 

手のひらを置くと野菜の摂取量が瞬時にわかる機械が置かれている商業施設もあるが、そ

のような機器をいろいろな場所に置くなどして啓発する方針を打ち出すべきではないか。 

〈回答・事務局〉企業との連携等として取り組めるものなのか、今後検討していく。 

 

３．歯の本数について 

ご意見 

歯の本数において、本人に「あなたの歯は何本ありますか」というアンケートをしたのか。本

人が認識している数と実際の数は異なるケースは多いので、この結果はあまり正確でない可

能性がある。摂津市の昨年の８０２０達成率が５１．６％と、全国平均に比べて悪い印象だが、

全国平均とこの数字を比べたことはあるか。 

〈回答・事務局〉全国的な歯の本数については、大阪府の第３次の歯科口腔保健計画の中にも載っ

ているため、今後比較していきたい。今回は、アンケートの結果から課題を載せている。市の健診

を取りまとめている大阪府の実態調査とも比較したいと思っている。 

 

４．子どもの自殺・心の健康について 

ご意見 

学校現場で子どもたちの心の健康や、自殺という点での取組はあるのか。また、それを成人に

対してもう少し広げたほうがよいなどの提案はあるか。 

〈回答・委員〉自殺もそうだが、まずは人間関係が希薄になっていることなどでつながりを持てない

子どもたちの居場所づくりが大切である。学校では、悩みを発信すること、聞いてあげることが大

事だと教えており、そういったコミュニケーションがとれるような授業もある。自分の気持ちを理解

する力も非常に大事で、自分が今何を感じているのか理解するところから始めるよう伝えている。

ゲームなどの世界で交わす心ない発言が学校でも飛び交っているため、言葉の使い方、発信、受

け止め方というのも伝えている。学校でもあきらめずに言い続けるが、学校のみならず社会全体

で必要かと思う。 


